
平成 23年度年次報告

課題番号：4004

（１）実施機関名：

（独）海洋研究開発機構

（２）研究課題（または観測項目）名：

南海掘削研究

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（4）地震発生・火山噴火素過程

イ．地殻・上部マントルの物性の環境依存性

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：

　科学掘削により得られた掘削コア試料を活用し、地球環境の変遷、地球内部における物質循環、地

殻変動等に関する研究を総合的に行う。

（６）本課題の５か年計画の概要：

　海底総合調査により、地震断層の分布、活動度・活動履歴を明らかにし、陸上地質調査、掘削コア

試料の解析により断層岩の微細構造と力学的特性を明らかにする。IODP掘削コア試料と陸上試料を

用い、海溝堆積物から深部付加体までの物質進化、流体・ガス移動、熱史を明らかにし、付加体形成

のモデル構築を行う。

　平成 21年度においては、南海掘削および海陸総合調査を融合させて、断層岩の微細構造と力学的特

性、地震断層の分布・活動度・活動履歴、海溝堆積物から深部付加体までの物質進化、流体・ガス移

動、熱史の解析を行う。

（７）平成 23年度成果の概要：
　NanTroSEIZE（南海掘削研究）等、地震発生帯に関するこれまでの掘削結果と試料分析結果を取り

まとめた。その結果、高速滑りを起こしたことが昨年度の結果から示されている、分岐断層上盤では、

表層の強震動堆積物が 1944年の東南海地震時に形成されたことが明らかになった。デコルマ上面のス

ラスト帯では、ハイドレート下面に対応する BSRが断層を境に不連続になっており、そのことから最

近 1万年程度以内にこの断層群が活動しており、フィリピン海プレートの沈み込みに伴う圧縮がこの

断層群では現在まで活動的であることが判明した。

　巨大地震固着域を形成する断層物質の素材が何であるかを知るため、沈み込む前の四国海盆での掘

削結果を解析している。これまでのところ、四国海盆の玄武岩内部には大量の水が含まれることが判

明し、これが固着域付近で脱水分解することで水を解放している可能性がある。
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（９）平成 24年度実施計画の概要：
　NanTroSEIZEでは、M8級巨大地震の震源域である断層固着域への掘削を進め、その上部である過

去の付加体までの検層・コア等試料を獲得する。特に地震準備過程における応力蓄積過程を示すもの

として、水平伸張場が水平圧縮場に変わる深度を特定する。その他、3.11東北地震の断層への掘削に

参加し、巨大津波を引き起こしたメカニズムの解明に迫る。また浸食型地震発生帯である IODPコス

タリカ掘削を主導し、南海掘削との比較を行って、巨大地震発生のメカニズムと地質環境の関連につ

いて検討を行う。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
地球内部ダイナミクス領域

地球内部ダイナミクス発展研究プログラム

他機関との共同研究の有無：有
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（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：経営企画室企画課

電話：046-867-9204

e-mail：takaoj@jamstec.go.jp

URL：http://www.jamstec.go.jp

（12）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：巽好幸 　

所属：地球内部ダイナミクス領域地球内部ダイナミクス発展研究プログラム
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